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ＢＰファシリテーター体験記　   京都府長岡京市

親としての子育て支援センターデビュー
　今まで、大きな保育園に保育士として10年以上在籍
し、途中、結婚、出産を経て、今の職場とはそんな育児
休暇中に出会いました。
　仕事では小さな赤ちゃんと接したことがあっても新生
児と24時間過ごすなんて初めてです。世の中のお母さ
んがいかに孤独か、大変か、悩んでおられるのかを痛感
しました。そんなときに今の職場である、子育て支援セ
ンターを利用し、同じ境遇のお母さん達と出会いました。
今まで職場と家との往復で住んでいる町に目を向けたこ
となど全くありませんでした。子どもを生んでみて初め
て子どもと一緒に生活していくために必要な情報につい
て目を向けることとなりました。
　子育て支援センターを利用し始め、お母さんになって
からの友だちができました。子育てサークルに入ったこ
とで家から出るきっかけができ、引きこもりがちだった
生活に外にでるという習慣ができました。ファシリテー
ターとして感じたことは、今、接しているお母さん達と
過去の自分とが同じであったということです。

保育士としてBPプログラムに出会う
　新しく小規模保育園を立ち上げるので手伝ってほしい
と声をかけられたのは初めて子育て支援センターを訪れ
てから４年たった頃でした。そこで保育士として、子育
て支援センターにも勤務することとなりました。　
　「長岡京市でＢＰプログラムをするから資格をとって
きてね」とある日、突然上司から声をかけられました。
その時は、「ＢＰプログラム？」「何をするの？」と戸
惑ったことを覚えています。よくわからないままに２日
間の研修に参加しましたが、ＢＰプログラムについて知
れば知るほど、子どもとの親子の絆が深まり、またお母
さんたち同士がつながるきっかけ作りをお手伝いできる
なんて、すばらしいプログラムだと思うようになってき
ました。同時に、ファシリテーターとして自分は進行で
きるのかと不安が大きくなったことを覚えています。研
修２日目の模擬セッションが思っているように勧められ
ず、ますます不安の方が大きくなり、このまま本当にフ
ァシリテーターとして始動していいのだろうかと迷いす
ら生まれてきました。

ファシリテーターになる決意
　研修が終わってからも、周りにＢＰプログラムをされ
ている方がいなかったのでＢＰプログラムを自分の中で
落とし込めるようになるまで、実際のプログラムを見学
させていただいたり、一人でテキストとにらめっこした

り…と理解する為にとても長い時間がかかりました。
　そんな中、初めて同士で違う保育園の先生とペアで第
１回目のプログラムを行うことが決定しました。不安が
大きくなるばかりなのに、初めて同士のペアでの１回目。
大丈夫なのだろうか…でもするしかない！実際にプログ
ラムを行わないと何も始まらないと決意した瞬間でした。
私がファシリテーターとして在籍する長岡京市では、初
めて子育てをする母親支援、孤立化の予防、産後うつや
児童虐待の予防を目的とし、今年度より子育て支援課、
健康医療推進室、子育て支援センターが協力し合い、Ｂ
Ｐプログラムを実施することになりました。その為、市
の全面的サポートで、実際のプログラムを行うまでに初
めて同士のペアでの４回の模擬セッションを行いました。
このことが、不安をかき消し、安心してプログラムを行
うことへとつながりました。

事前準備とファシリテーター間の信頼関係
　１回目のプログラムを行う前にまず最初に行ったのは
台本作りです。とにかく、テキストを何度も何度も繰り
返して読み、自分だけの台本を作っていく作業。プログ
ラム通り行いつつも、参加者に分かりやすい言い方や誘
導ですすめるには…と考え、実際に声にだして言いなが
ら話すセリフまで詳しく書き込み台本を作りました。自
分の役割だけでなく、全ての進行を考えながら台本を作
ることでより一層、流れを理解することができました。
　次に二人のファシリテーターが各自作った台本を用い
て、４回分のセッションについて、市の子育て支援課の
方を交え読み合わせを行いました。１つごとにトピック
を読み進め、その中で疑問に思っていること、他の方の
進め方を聞いていて感じたことを言い合い、その都度、
疑問点一つ一つを確認していきました。そのことでより
細かな部分まで理解でき、自分の中でもしっかり納得で
きたのだと思います。長岡京市がこれからＢＰプログラ
ムを行っていくにあたって熱い思いで取り組んでおられ
るということ、このような特別な機会を設けてくださり、
今後もファシリテーターとしての期待を持ってくださっ
ていることが事前準備の段階でわかりました。
　万全な準備で臨んだ１回目。ペアの先生とは読み合わ
せ後も聞きたいことが出た時は、連絡を取り合い伝え合
っていたこともあり、お互いに信頼して任せられる関係
づくりができていました。

反省点から（１回目のセッションを通して）
　毎回のセッション後は、市の方を交えしっかりと反省
会の時間を設けました。その時に生じた疑問や反省点も
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保育士　細見　万里
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すぐに対処し解決することができ、次のセッションを行
うまでにはまた万全な状態で迎えることができる…とい
う流れで４回目までを迎えました。始まる前までは台本
通り進行できるだろうか、参加者に伝わるだろうかなど
緊張しているのですが、進行しているうちに緊張してい
ることなどすっかり忘れ、気付けば、毎回あっという間
の180分。不安などしている間もないほど集中して進め
ていたのだと思います。そして終わる度に、参加者の表
情や様子を見て、充実した気持ちで満たされている自分
がいました。
　初回の４回のセッションを終えて感じた反省点は、台
本通りに行うことを気にしすぎて参加者をもっと見て進
めること、時間通りに進んでいなくても慌てずに臨機応
変に対応していくことでした。参加者が自分達で悩みの
答えを探していくためのきっかけ作りは、ついつい保育
士の立場からだと仲立ちとなってアドバイスをしたいと
いう気持ちが生じてしまい、黒子に徹し、見守ることは
とても難しい事でした。どこまで手助けしてもいいのか、
そのことが今後にどのように影響していくのかは、毎回
セッション後の反省会で意見が出ました。良かった点は、
ファシリテーター間で密に連絡を取り合っていたことで
す。そのことで、協力し合える関係が築けており、安心
してプログラムを進めることができました。

ピンチをチャンスに
　初めて実施するプログラムは、残念ながらファシリテ
ーター認定人数に達しませんでした。人数が少なかった
こともあり、ゆったりとした雰囲気の中でのスタート…
回を重ねるごとにだんだん参加者の雰囲気が柔らかくな
り、最初は緊張していた方も自然な表情で話され、楽し
まれていることが伝わってきました。「ここに来ること
が楽しみである、悩みを話せてほっとする」などの声を
聞くことでき、自分がつながりを作るきっかけの手助け
ができている事をとても嬉しく思いました。
　この回ではファシリテーター認定はされなかったもの
の、次のセッションでもピアサポーターの方にアドバイ
スをいただきながら１回目とは異なった役割を進めるこ
とができ、これはチャンスだと思うことにしました。２
回目の実施は、１回目終了後から１か月と間隔が開いて
いなかったことで、鮮明に前回のセッションを記憶し、
なおかつ同じペアで行うことで、プログラム実施に不安
は全くありませんでした。この回は参加人数が多く、と
ても賑やかな回となりました。
　前回と同じように進めていっても参加者の話し合いで
出てくる内容は異なり、テキストで取り上げる箇所をフ
ァシリテーター間でよく話し合いました。また、一番大
きく違ったのは、１回目では参加者から直接話しかけら
れていた事が、２回目からは参加者同士で話し合う方が
多く、ファシリテーターに質問をされる方が少なくかっ
たという事です。この結果から自分自身が黒子に徹する
ことができたていたのではと思いました。１回目ではフ
ァシリテーターとして存在感が強すぎたのかもしれませ

ん。参加者同士で話を共有され、つながって行く瞬間に
立ち会えていることが本当に嬉しかったです。気をつけ
ないといけないと思った事は、適度な緊張感を持ってプ
ログラムに臨むことです。繰り返しセッションを行って
いると、安心感から気が緩みがちになっている自分がい
ました。最終的な確認、責任感、気配りに気をつけ、毎
回を新鮮な気持ちで迎えなければと思いました。

安定してプログラムを提供していくために大切な事
　今後も毎回同じ内容でセッションは進めますが、同じ
雰囲気になることはないのでしょう。どんな雰囲気にな
るのか、参加者がどんなふうにつながっていくのかは、
ファシリテーターの進め方によって変わってくるのだと
思います。黒子でありながらどんな雰囲気を作り出すの
かは、ファシリテーター次第…それほど大切な役割を担
っているのだと感じています。この２回のセッションを
通して大切だと感じた事は、まず１つ目は、その都度ペ
アになるファシリテーター間で連携を取り合える関係作
りを行うこと。２回のプログラムを行っていく中で、セ
ッション中にＤＶＤトラブルや配布物が足りないという
トラブルが起こりましたが、何が起こっても信頼してフ
ォローをまかせられる程の関係が2人の間にできていた
のでした。２つ目は、主催者側との連携です。長岡京市
では全面的に子育て支援課のスタッフが、プログラム参
加への呼びかけ、参加者受入れのためのミーティング、
会場設営の準備、セッション後の反省会の実施、参加者
へのフォローを担当し、サポート体制を組んでくれてい
ました。この体制が、ファシリテーターが安心してプロ
グラムを進める事につながりました。

おわりに
　２回のプログラムを実施した経験から、今、感じてい
るのは、今後もずっとファシリテーターとしてこのプロ
グラムに携わっていきたいという思いが、回を重ねるご
とに強くなっているということです。子育てする母とし
て、同じ悩みを共有できる友がいるということはとても
心強い事です。孤独を感じている参加者に、そんな安心
を持って欲しいと思います。参加者の楽しそうな表情を
見るのは本当に嬉しい事で、ファシリテーターをやって
よかったなと実感する瞬間でもあります。
　先日、２回目のプログラム終了と共に３回目のファシ
リテーターの依頼を受け、とても嬉しく思いました。現
在、３回目のセッションがスタートし、新しいペアを組
ませていただき進めています。違った方と組むという緊
張はありますが、今まで気付かなかった疑問や新たな気
付きがあり、その学びを次へ活かせるよう、また同市の
仲間に伝え、みんなでステップアップしていけるように
という気持ちで臨んでいます。
　今後も自分ができることを精一杯おこなっていきなが
ら得られた経験を活かし、ファシリテーターとして、保
育士として、母親としていろいろな立場でいろんな人と
関わっていきたいです。
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